
４．課題
○ 「がんばりカード」を何度か用いると書く内容が同じになることが考えられる。そのため、視点を変

えたり、形式を変えたり、児童同士で振り返りを行わせたりするなどの工夫が必要である。

○ 「がんばりカード」を与えるだけでは、単なる振り返りになってしまい、振り返りを生かした実践に

繋げていくことは難しい。そこで、「がんばりカード」を手がかりにして、個別に支援することで、

「話したい」「聞きたい」といった「思い」が生まれ、意欲へとつながると考える。

３．成果
○ 「がんばりカード」を用いて、目指したい姿や、

振り返りを交流することで、課題が明らかになり、

意欲的に活動するようになった。

○ 「がんばりカード」を活用し、めあてを意識させ

ながら交流することで、「目標をもって、英語を使

ってみようとする時間」というように意識の変化が

生まれた。

目的意識をもって、意欲的に取り組む英語活動の工夫
―「がんばりカード」を取り入れて―
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例〈がんばりカード〉

１．児童の実態と課題
英語活動は遊びの時間だと思っている児童が多い。

２．手立て
① 「がんばりカード」

に活動計画を記す。

「どんな活動がした

いか」考える。

目標を設定し、具体

的な姿への意識付けを

行う。

② 「がんばりカード」

をもとにめあてを交流

する。

意識していることを

交流し、他の児童が大

切だと感じていること

を知る。

③ 目指す姿に向かって取

り組む。

「できるようになったこ

と」などを振り返り、気

持ちを高める。

気持ちを高める振り返

りを行うことで、意欲的

に英語活動に取り組むよ

うにする。

英語活動は、何を言っているの

かよく分からないけど、ゲー

ムばかりで楽しいよ。でも、

本当は、何を言っているの分

かりたいし、英語を話して

みたいんだ。

英語ってただ、楽しいだけじゃ

なくて、めあてがあるともっ

と楽しくなるね。次も英語活

動をがんばろう！

スパイラルに活動

するイメージ




